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〈指導者の言葉〉 
 

国語科「わたしの考えたこと」において，学級の友だちに自分の考えを伝
えるため，文章の組み立てを考えて意見文を書く学習をしました。本校では，
第４学年が心身の大きく成長し始める時期であることを受け，年間を通して
家庭との連携を大切にした取組を行っています。総合的な学習の時間「10
年間の成長～すくすくプロジェクト～」を核として，保護者をはじめとする
家族と児童との対話が深まるように学習を計画しています。本単元において
も，総合的な学習の時間において家庭でのインタビューを通して情報を収集
するようにしました。書く際には，短冊に蓄えた情報から，自分の考えを効
果的に伝えられるものを選択し，書く順序を検討しました。 

 児童は，インタビュー活動に熱心に取り組み，母親や兄，姉から多くの
情報を集めました。その際，現在と過去を比較し，過去の様子にも視野が広
がるように指導しました。その結果，現在では考えられないようなエピソー
ドを引き出すことができました。文章構成を考えたり，推敲したりする際に
は相手意識をもたせ，友だちの存在を意識させ，より効果的に伝わる順序や
言い回しになるように指導しました。 

インタビューを通して児童が，あいさつのもつ力や地域の人のつながりの
大切さへの認識を次第に深めていったことが伝わってきます。「あいさつの
活性化がより良い地域づくりにつながる」という児童の意見に，熱心な取材
を通して集めた情報が説得力を与えています。 

 


